






























てつぎの 2 通りの方法が用いられている。 a) 原位置で測定したN値が、経験的に定めら
れた液状化の限界となるN値より小さく、しかも地下水以下で、液状化し易い粒度組成を



























和度が高く (70%以上)、 b) 細粒分含有量が少なく(1 0%程度以下〉、 c) 過度の
拘束圧を有する(1kgf/cm 程度以上)の地盤を対象とし、また、 d) 凍結管の設置と凍結
膨張の影響を受けない、不撹乱領域から試料を採取する事が必要条件とされる。
こうして得られる試料は、これまでのチュープサンプリングに依るものと比較して、





Seed らにより 2) 、ひずみ履歴によって強化された細粒試料の液状化強度が、凍結・
融解履歴の影響を受けないことが示される(図- 2) など、凍結サンプリング技術が1982
年頃に確立されて以来、細砂・中砂地盤の調査例は 9 例におよび〈電力施設関係 4 例、国
道関係 2 例、港湾施設関係 2 例、ダム関係 l 例など〉、またシラス地盤に対しては 2 例(
建築物関係〉、さらに砂醸地盤では 5 例(建築物関係 3 例、ダムサイト 2 例)、このほか
ロック 1 例(ロックフィル材料)、火砕岩 1 例(パイピング試験〉、など合計 1 8 例にお


































鵬〈剛)4 年次地震名 規模死者会埴 焼失
A. D. (M) {人) (戸) (戸)
能登(1 933) 1925 但島 6.8 428 1.295 2、 180
1927 北丹後 7.3 2.925 5.149 6、 459但島(1927) 1933 能受 6.3 3 2 
1943 鳥取 7.2 1.083 7.500 251 
1948 福井 7.1 3. 895 35. 382 3、 960
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図-1 凍結サンプリング概念図 、、2とごZ町一----0.5 
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図-2 ひずみ履歴によって強化された細砂民科の液
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